
2010年度日本気象学会賞・藤原賞の各受賞者決まる

日本気象学会賞受賞者：藤部文昭（気象研究所）

業 績：異常気象・顕著現象の長期変動に関する解析

的・統計的研究

選定理由：

近年,豪雨など顕著現象の増加傾向が指摘されてお

り,その原因として地球温暖化や都市化などの影響が

指摘されている.しかし,これらの影響メカニズムは

複雑で,それぞれの寄与を分離して解析することは,

現象の正確な評価にとって大変重要である.そのため

には,異常気象・顕著現象の長期変動に関する詳細で

注意深い統計的解析が必要であるが,そのような研究

はこれまで必ずしも十分に行われていなかった.

藤部氏は,1980年代からヒートアイランドなど都市

化の影響についての研究に携わり,気温や局地風系に

対する都市の影響や日本におけるメソスケール気象の

気候学的な実態を調べてきた（Fujibe and Asai

1980；F u j i b e1987,1988a,b,c,1989,1990,1991,

1992).1990年代半ばからは,気温や降水の長期変動

と都市化の影響などについての調査を開始し,過去

100年における気温の上昇や猛暑日の出現と人口増加

との関係,などを明らかにした（Fujibe1994,1995,

1997；藤部 1997,1998a,b,2002).

この間,藤部氏は,測器の変更など観測環境の変化

や日界の扱いの変更など,本来の気候変化と無関係な

要因が風や気温の統計にどのように影響しているかに

ついて,地道で注意深い調査を行っている（藤部

1999,2000,2001).測器の変更に関しては,気象官署

へ80型地上気象観測装置が導入されたことによる風速

観測値の変化を実測資料を使って評価し,夜間の風速

が10％以上増加したこと,静穏率が約1/4にまで減少

したことなどを示した.

これらの研究を基に,藤部氏は,風,降水,気温の

長期変動を詳しく解析した.首都圏における暖候期晴

天日午後の地上風系の長期変化を調べ,広域海風の変

化により,近年は関東平野中部への収束傾向が増して

いることを示した（Fujibe2003).また,42年間の気

象官署資料を使って日本における降水頻度の時刻別経

年変化を調べ,降水頻度が10年あたり約１％の大きさ

で夜間に増加し昼間に減少していることを示した

（Fujibe et al.2005a).さらに,100年間の資料のデー

タをもとに日降水量・毎時降水量などの経年変化を調

べ,強い降水は増加し弱い降水は減少しており,その

増減率は100年当たり20～30％であること,この傾向

は日本全国で全ての季節に共通して認められることな

どを示した（Fujibe et al.2005b,2006b).降水の日変

化にも注目し,全国かつ年間の平均においては,降水

量は02～06時に増加し14～18時に減少しており,増減

率は100年当たり５％程度であることを示した（Fu-

jibe et al.2006a).さらに,弱～中程度の降水につい

て空間的集中度の増加傾向が見出されること,同様の

傾向は５～31日降水量についても認められることを示

した（Fujibe and Kobayashi2007).気温について

は,日本における極端な高低温と気温の日々変動幅の

長期変動を75年間の日最高・最低気温と45年間の850

hPa気温データを使って調べ,日最高気温について

は月間最高値・最低値・平均値がほぼ並行して上昇し

ており上昇率は近年ほど大きいこと,同じことは850

hPa気温にも当てはまることなどを示した.またラ

グ相関解析と主成分分析の結果に基づいて日々変動幅

の偏差は数ヶ月～１年程度の継続性があり,南北温度

傾度の変動と対応関係があることなども示した（Fu-

jibe et al.2007).

都市化の影響と気候変化の影響については,118年

間のデータを基に雨が直前に降っていない日において

は暖候期午後の降水が東京では100年で30％増加して

いることを指摘し,空間パターン解析によりこれらは

都市のヒートアイランド効果によることを示した

（Fujibe et al.2009).近年27年間の日本の気温変化傾

向における都市化の影響を調べ,都市化の影響を受け

ない場所においても10年間で0.3-0.4度の気温の増加

傾向が見られ,それらは背景場としての気候変化によ

ることを示した（Fujibe2009).

藤部氏の都市化の影響や気候変化に関するこれらの

研究成果は,異常気象レポートや気候変動監視レポー

トなど気象庁からの情報提供にも参考にされるととも

に,長期間の高品質なデータが整備されている日本の

解析として国際的にも高く評価されている.綿密な調

査に基づくメソスケール気候の長期変動についての藤

部氏の豊富な知識は,領域気候モデルなど高分解能地

球温暖化シミュレーションの結果をどう解析・評価す

るかについても不可欠のものとして期待されている.

以上の理由により,日本気象学会は藤部文昭氏に日
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本気象学会賞を贈呈するものである.
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日本気象学会藤原賞受賞者：岩坂泰信

(名古屋大学名誉教授,

金沢大学フロンティアサイエンス機構)

業 績：エアロゾルならびに黄砂に関する研究への貢

献

選定理由：

岩坂泰信氏は,1966年東京大学理学部を卒業後大学

院に進学,超高層物理学に関する研究に携わり,1971

年博士課程を修了して,東京大学より理学博士の学位

を取得した.1971年名古屋大学理学部附属水質科学研

究施設助手に着任し,大気エアロゾルの研究を開始し

た.その後,名古屋大学水圏科学研究所助手,同助教

授,同空電研究所教授,同太陽地球環境研究所教授,

同大学院環境学研究科教授を歴任し,2004年名古屋大

学を退職して名誉教授となった.同年,金沢大学自然

計測応用研究センター教授に就任し,現在同フロン

ティアサイエンス機構特任教授として勤務している.

岩坂氏は名古屋大学着任以後,一貫して大気エアロ

ゾルの研究に携わってきており,その対象は対流圏・

成層圏のほぼすべての大気エアロゾルを網羅し,ま

た,測定のためのライダーや気球搭載OPC（Optical
 

Particle Counter）の開発など多岐にわたっている.

岩坂氏は1970年代,創成期にあったライダーをエア

ロゾル観測に応用するために,エアロゾルの偏光解消

度を測定する偏光ライダーを開発し,黄砂や成層圏エ

アロゾルの観測研究で数々の成果をあげてきた.現

在,偏光ライダーは大気エアロゾルを観測する世界の

標準的な測器となっている.さらに,1980年代から

レーザーダイオードを光源にした気球搭載用小型軽量

OPCの開発を行い,現在OPCは世界各地で広く利用

されている.

岩坂氏は1980年代前半,偏光ライダーを南極昭和基

地に設置し,南極成層圏エアロゾルの越冬観測を成功

させた.極成層圏雲（PSC）の組成が氷粒子であると

の確証を与えたのは,岩坂氏による偏光解消度観測で

あった.この結果は,氷粒子上の不均一表面反応を介

してオゾンが破壊されるという,オゾンホールメカニ

ズムの解明に到る鍵を与えた.南極PSC研究の業績

に対しては,日本気象学会より1990年に気象学会賞が

授与された.さらに,北極におけるエアロゾル研究に

おいても多くの成果をあげた.

岩坂氏は,黄砂が対流圏界面高度にまで分布するこ

とをライダーを用いて初めて捉え,その起源が中国ゴ

ビ砂漠やタクラマカン砂漠であることを示した.さら

に,国内外の研究者を組織して黄砂研究プロジェクト

を実施し,輸送途上の黄砂粒子の変質や「バックグラ

ンド黄砂」と名付けられた春季以外の黄砂の存在など

に関する多くの成果をあげた.この研究プロジェクト

における国際連携は,その後の黄砂研究の進展の基礎

となった.

岩坂氏はこれらの研究成果を200編以上の学術論文

として国内外の学術誌に発表するともに,多くの専門

書,一般向け図書を刊行し,大気科学の啓発に努め

た.このように岩坂氏は,永年にわたって大気エアロ

ゾルの研究と教育に努めるとともに,国内外のエアロ

ゾル研究コミュニティ発展のために尽力した.

以上の理由により,日本気象学会は岩坂泰信氏に藤

原賞を贈呈するものである.

日本気象学会藤原賞受賞者：近藤洋輝

(独立行政法人海洋研究開発機構

IPCC貢献地球環境予測プロジェクト)

業 績：わが国における地球温暖化研究の推進への貢

献

選定理由：

近藤洋輝氏は,1967年東京大学理学部を卒業後大学

院に進学,気象学の研究に携わった.大学院博士課程

終了後,1972年気象庁に入庁し,1978年まで予報部電

子計算室で数値予報モデルの開発に携わった.この

間,1973年から1975年の期間,イリノイ大学へ派遣さ

れている.1978年から気象大学校講師を務め,1982年

には気象研究所台風研究部に移り,台風モデルの改良

に関する研究に携わった.1989年から５年間,世界気

象機関（WMO）に派遣され,大気研究・環境計画部

で熱帯気象を対象とした調査の促進および調整を担当

した.その後,気象研究所気候研究部,気象庁海洋気

象部（のち気候・海洋気象部）海洋課長,気象研究所

気候研究部長を経て,2002年に気象庁を退官した.そ

の後,海洋科学技術センターに移り,現在は(独)海洋

研究開発機構IPCC貢献地球環境予測プロジェクト特

任上席研究員である.

近藤氏は気象研究所気候研究部長として,気象庁に

おける第２期および第３期の温暖化予測特別研究の主

任研究者を務め,気象研究所全球大気海洋結合モデル

の高度化および地域気候モデルの開発を主導した.こ

の間,2001年には気候変動に関する政府間パネル

（IPCC）第３次評価報告書に全球モデルの結果を提供

した.さらに,全球モデルおよび地域気候モデルの予
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測結果は,数次にわたり気象庁温暖化予測情報として

発行された.また,これらの結果は,当時総合科学技

術会議に設置されていた「地球温暖化研究イニシャ

ティブ」の「温暖化影響・リスク評価研究プログラ

ム」に「気候統一シナリオ」として提供され,影響・

リスク評価研究において広く活用された.

近藤氏は,文部科学省「人・自然・地球共生プロ

ジェクト」（平成14年度～18年度）および「21世紀気

候変動予測革新プログラム」（平成19年度開始）で

は,(財)地球科学技術総合推進機構地球温暖化研究開

発センター長としてポスドク研究員を率いて,気象研

究所及び気象庁と協力して研究を推進してきた.また

内閣府・文部科学省・環境省・気象庁などの各種審議

会等の委員としての活動も多岐にわたるなど,近藤氏

は一貫してわが国の地球温暖化研究を推進してきた.

IPCC WG1国内支援事務局は,IPCC評価報告書作

成に貢献するため,IPCC第一作業部会に関連する温

暖化将来予測および気候変化研究を行っているわが国

の研究機関及び研究者間の連携・協力を促進すること

を目的として,文部科学省により2003年に海洋科学技

術センターに設立された.近藤氏はこの国内支援事務

局発足以来事務局長として支援業務の企画・立案を取

りまとめるほか,IPCC関連国際会議や気候変動枠組

条約締約国会議（COP）等への対応を行っている.

この国内支援事務局は,わが国でIPCC WG1を担当

している気象庁と文部科学省に対して,研究者として

の意見をまとめあげる諮問機関的な役割も担ってお

り,近藤氏の貢献は大である.また,WMO気候委

員会（CCl）委員として活動するとともに,2009年に

開催された第３回世界気候会議（WCC-3）にあたっ

ては会議の企画立案に参画するなどの活動を行ってき

ている.

この間,気候問題に関する普及・啓発活動について

も,「地球温暖化予測がわかる本」「地球温暖化予測

の最前線」を著し,「WMO気候の事典」「温暖化の

世界地図」の翻訳,日経エコノミーのウェブ連載コラ

ム記事「温暖化議論の最前線と科学」を連載執筆する

など,執筆活動を通して多大な貢献をしている.

以上の理由により,日本気象学会は近藤洋輝氏に藤

原賞を贈呈するものである.

47

237

2010年4月


	TENKI04G001
	TENKI04G002
	TENKI04G003
	TENKI04G004
	TENKI04G005
	TENKI04G006
	TENKI04G007
	TENKI04G008
	TENKI04G009
	TENKI04G010
	TENKI04G011
	TENKI04G012
	TENKI04G013
	TENKI04G014
	TENKI04G015
	TENKI04G016
	TENKI04G017
	TENKI04G018
	TENKI04G019
	TENKI04G020
	TENKI04G021
	TENKI04G022
	TENKI04G023
	TENKI04G024
	TENKI04G025
	TENKI04G026
	TENKI04G027
	TENKI04G028
	TENKI04G029
	TENKI04G030
	TENKI04G031
	TENKI04G032
	TENKI04G033
	TENKI04G034
	TENKI04G035
	TENKI04G036
	TENKI04G037
	TENKI04G038
	TENKI04G039
	TENKI04G040
	TENKI04G041
	TENKI04G042
	TENKI04G043
	TENKI04G044
	TENKI04G045
	TENKI04G046
	TENKI04G047
	TENKI04G048
	TENKI04G049
	TENKI04G050
	TENKI04G051
	TENKI04G052
	TENKI04G053
	TENKI04G054
	TENKI04G055
	TENKI04G056
	TENKI04G057
	TENKI04G058
	TENKI04G059
	TENKI04G060
	TENKI04G061
	TENKI04G062
	TENKI04G063
	TENKI04G064
	TENKI04G065
	TENKI04G066
	TENKI04G067
	TENKI04G068
	TENKI04G069
	TENKI04G070
	TENKI04G071
	TENKI04G072
	TENKI04G073
	TENKI04G074
	TENKI04G075
	TENKI04G076
	TENKI04G077
	TENKI04G078
	TENKI04G079
	TENKI04G080
	TENKI04G081
	TENKI04G082
	TENKI04G083
	TENKI04G084
	TENKI04G085
	TENKI04G086
	TENKI04G087
	TENKI04G088
	TENKI04G089
	TENKI04G090
	TENKI04G091
	TENKI04G092
	TENKI04G093
	TENKI04G094
	TENKI04G095
	TENKI04G096



